
2006年、第1回目：1月21日～29日までの9日間、 

第2回目：1月28日～2月4日までの8日間の2週間、 

本誌「WEB－LUE」の初めての企画となる 

水中写真家・越智隆治、鍵井靖章と行く 

「マナティー撮影スペシャルトリップ」を開催した。 

集まったゲストはマナティーに興味ある 

陽気な女性陣と 

6歳の少年から72歳の紳士を含む老若男女。 

目的地のフロリダ・クリスタルリバーでは、 

お天気に恵まれ、 

たくさんのマナティーが私たちを迎え入れてくれた。 

今回はそのスペシャルトリップの報告レポート＆ 

ゲストの思い出スナップです。 

「ジェントル・ジャイアント（優しい巨人）」という表現は、 

よくクジラ類の海洋ほ乳類に使われるが、 

本当にこの言葉がしっくりくる動物は、彼らなのではないかと思う。 

遠い昔には、空想上の生き物、「人魚」にも間違えられた心優しい彼らに会うために、 

僕は毎年のようにフロリダ半島西岸の小さな町を訪れる。 
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 

　朝7時に集合して、まだ夜明け前にボートで出発する。

向かった先はスリーシスターズ。水路の脇にあるサン

クチュアリにたくさんのマナティーが集まっていた。

数は20頭くらいだろうか。透明度も高く、多くのマナ

ティーはロープで仕切られたサンクチュアリの中を

行ったり来たりしている。背が立つほどの浅瀬で、み

んなはマナティーとのスキンシップを楽しむ。

　みんなに体を掻き掻きされて、身を翻しているマナ

ティーや人間の足にハグしているマナティーなど、そ

れぞれ違ったキャラクターを持つマナティーが私た

ちを迎え入れてくれる。サンクチュアリから小さな子

供のマナティーが小型のミサイルのように泳ぎだすと，

それに気付いた誰かはそのマナティーとジャレ始める。

　私が見ている限り、そのマナティーの子供をよくひ

とり占めしていたのはアキコさん。

 「あっ、マナティーの子供が、サンクチュアリから出た！」

と思って、追いかけようとすると、そのマナティーの

向かうその先で、「さぁ飛び込んでおいで！」と両手を

広げて待っているのはアキコさんだった。ひとりのゲ

ストに対して1頭のマナティーとはいかないが、みん

なはそれぞれのお気に入りのマナティーと遊んでいる。

　私も、みんなとマナティーの写真を撮ったり、サン

クチュアリの中にカメラを向けて、人が誰も入ってい

ない状態でのマナティーの撮影を続けた。

　結局、ここに約5時間半も居座ってしまった。そんな

に長い時間！？  と思うかもしれないが、実際、マナテ

ィーに会い、遊んでいると、あっという間に時は過ぎ

てしまう。水温は22度と言われているが，体感温度は

その数字どおりではない。フロリダの暖かい太陽が差

し込み、ウェットスーツに身を包んでいると全然寒さ

を感じない。水着で入っている人もいるくらいだから

（外人さんは僕たちと寒さに対する意識がかなり違う場合もある

が⋯⋯）22度という水温だけ聞くと、とても寒いと思う

かもしれないが、ダイビングではなく、水面にずっと

居るということもあるが、誰ひとりとして、寒い〜と

言って上がってくる人はいなかった。（朝一で、飛び込む

ときは少し寒いかなと思うが、水中の方が温かい。これほんと）。

　前半のグループは最年少のトラくんが6歳で、最年

長が山田さんの72歳。ふたりとも，十二分に楽しんで

いたように思う。最初は怖がっていたトラくんも最後

は全然恐れることなく、みんなの良きモデルとなって

くれた。山田さんもみんなに「マナティーの子供の触

り方がちょっと怪しい〜」と突っ込まれていた。ボー

トに上がっていて少し休憩しては、また水に入ってマ

ナティーとの時間を大切にしていた。元気な女性陣は、

確か一度もボートに上がっていなかったと思う⋯⋯（笑）。

　12時にサイレンがなり響き、マナティーの数も少

なくなってきたので、一度港にもどり、ランチを取る

ことにした。そして、午後のマナティースイムのため

に少し休憩をとった。

（トリップ日誌より抜粋）
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 
Web-lue 2006. Spring
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 

　今日も朝7時に集合する。今日は少し冷え込み、水面

から蒸気が上がっている。とても幻想的な世界。カヌ

ーに乗ったカレンが先頭を行き、その白い朝靄の中に

消えていく。毎朝の日課となったスリーシスターズに

向かう。もうすでに他の2艇のボートも到着している。

すぐに用意してスノーケリングで青い泉に向かった。

満潮で水の濁りは昨日と同じ、いや昨日よりひどい⋯⋯。

　それでも何か撮影できないかと、泉に沈んだ木に腰

掛け、周囲の様子を覗う。水面から沸き立つ蒸気が朝

日に照らされ、オレンジ色に光る。静かな朝、マスクを

取り、そんな朝の光を眺めていると、あちらこちらで、

「ブッフォー」というマナティーの呼吸音が聞こえる。

それは泉の至るところから聞こえてくる。泉を囲むよ

うに繁る森の中で、聞こえるのはその呼吸音だけ。と

ても贅沢な朝に心幸せになる。

　足元にやって来たマナティーを撮影することに決め、

浮上して水面で行う息使いを，蒸気と共に半水面で撮

影してみる。水の濁りはひどく、マナティーはほんの

シルエットにしか見えない⋯⋯。それでも、なんとか

マナティーの日常を写真にしたくて何度か撮影を試

みる。透明度は悪かったために、最初は撮影意欲があ

まり湧かずにいたが、静寂の中に身を置いて、注意深

く観察していると、撮影すべき素材は、そこじゅうに

転がっていた。

　その後、まるでカーチェイスをしているかのように

乱暴に泳ぐ3頭のマナティーを見つける。良く見ると

1頭のマナティーが一番大きなマナティーに抱きつき、

反転しては下に潜り込もうとしている。なんだろうと

思ってずっと観察していると、なんと交尾を迫ろうと

していたのだ。そしてみんなで観察＆撮影を始めた。

　交尾する個所を何度か間近で観察した。おちんちん

は出ているが、うまく挿入できていない。メスの身体

はとても大きいが、迫っているオスは成体？かなと思

うほど小さい。擬似交尾？交尾練習？などと色々と考

えながら撮影を続ける。3頭の群れのうち、もう1頭は、

メスのマナティーの子供だった。その子マナティーは、

もつれあう2頭の周りで付かず離れず泳いでいる。一度、

もつれあう2頭が水路に出て行き、そこで観察は一旦

終了したが、しばらくすると、また2頭はもつれあって

青い泉に戻ってきた。子マナティーが水路に向かわず、

居残っていたので、母マナティーが迎えにきたのだ。

　2〜3時間の観察なかで、一度面白い光景も目撃した。

子マナティーは母マナティーの脇にあるおっぱいを

吸い、同時に母マナティーはもう一頭のマナティーの

交尾を受けいれる状態となっていた（僕は撮影できなかっ

た⋯⋯悲）。

　正午に向かうに連れ、透明度も上がり、その一連の

行動をみんなでビデオやカメラに収めることができた。

そしてその3頭は水路から出て、サンクチャリに向か

った。その時点でスイム＆撮影を終え、ボートに戻った。

ボート上からサンクチャリ内を眺めると、まだオスの

マナティーは母マナティーに交尾を迫っていた。

（トリップ日誌より抜粋）
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 

　午前中、マナティースイム終えたある日の午後。お

天気も良いので、午後はレインボーリバーにみんなで

向かった。目的は清流でスノーケリング下りを楽しむ。

川の上流までボートで運んでもらい、そこから川の流

れに乗り、下流まで流される。水中には水草が草原の

ように生え、マナティーの棲むエリアとはまた違った

景観を楽しむことができる。木漏れ日が川面に射し込

みとても美しい。川で見られる魚たちは、海で見るも

のよりも地味で不細工だと、ゲストの女性が水面に顔

を上げて笑っていた。それでも、頭が大きくて少しエ

ッチな形をしたカメや、大きく良く目立つスモールマ

ウスバスが求愛？ 放精放卵？  しているシーンにも立

ち会えることができた。そしてクライマックスは古代

魚・ガーフィッシュ。くちばしのような吻部で、豹柄の

ようなドット模様がある。大きさは70cm〜1m近く

ある。少し強面だが、かなり惹かれる姿態だ。私はヘッ

ドファーストで何度も潜水を繰り返し、撮影を試みた。

元気な女性ゲスト陣もグレッグもバンバン素潜りし

ては近づいている。

　所要時間は40分くらいの予定だったが、なんと2時

間近くもこの川で遊んでいた。みんな、これはこれで、

とてもハマっていた。

　また、別の午後に、ホモサッサ スプリングス ワイル

ドライフパークを見学した。保護されているマナティ

ーの現状を見たり、フラミンゴやフクロウ、ワシなど

の鳥類、そしてカバやアリゲーターに会うこともでき

る。夕方は決まって、みんなで食事に出掛ける。チャイ

ニーズやアメリカン、シーフードなどビールを飲みな

がら、ワイワイと楽しい時間を過ごす。
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 
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　「マナティーとの出会いは突

然でした。水の中に入ると、奴は

突然「ボーっ」と現れました。か

なりの中性浮力の持ち主で、初

めは見惚れてしまいました！多

数の人にカキカキされても「ポ

カーン」と浮いています。触った

感じはイルカの肌がスリップし

そうなタイヤと例えるならマナ

ティーは空気量が少なめなバス

ケットボールみたい。私のお気

に入り箇所はつぶらな瞳！ とゾ

ウの足が押しつぶされたような

形でいかにも鈍そうな大きなヒ

レです。

　愛らしいマナティーに何度と

なくキス＆頬擦りをしました、

でも⋯⋯彼らにとっては仲間が

ぶつかってきた程度にしか感じ

てもらえてない事でしょう⋯⋯。

あまり物事に感心がなさそうに

見えるマナティー、来年はそん

な彼らの興味を引けるようなパ

フォーマンスを考えてリベンジ

したいです！！！」

 「3点セットって何ですか？」こ

んなアホな質問にも答えてくれ

る優しい方々がいる。そんな安

心感があるマナティーツアーで

した。

　始まりは、昨年はじめ頃に行

われた水中映像祭。私は水中映

像祭の会場へ、オープン2時間前

に誤って到着。案の定開いてお

らずベンチでひなたぼっこ状態。

そして同じ様な状況で会場入口

を一人でウロウロしている初老

（？）の男性発見。その後、2人で

お茶をしながら開演を待ち、男

性の連れのグループの方々にま

ぎれ、同時開催していたダイビ

ングフェアも便乗入場。そこで

器材メーカーのカタログを何気

なくもらい、帰宅。カタログはし

ばらく放置していたが、捨てる

かどうかの選択時に中を開けると、

親子マナティーの写真があり、

それをみた時フロリダ行きを決

めた。⋯⋯とこんな感じで。時間

を間違えなければ映像祭だけで

帰っていたし、カタログももら

う事はなかった。何かの「縁」で

ツアーに参加しているようです。

（末永くよろしくお願いします）

「縁」といえば、100頭相当のマ

ナティーにあえなかったのは「縁」

がなかったのでしょうか？来年、

リベンジ!!

　仕事をしていると1日に幾つ

もの作業を同時にこなさなくて

はならない。単純に写真を撮って、

泳いで、カキカキする。この繰り

返しの数日間はとっても贅沢に

感じました。

　紆余曲折をしながらやっと、

たどり着いたクリスタルリバーで、

マナティー達は私を待っていた！

イルカのように元気いっぱいじ

ゃないし、特に頭が良さそうな

わけじゃないし、見た目も、特に

かわいいわけじゃないし⋯。た

だただ、のんびり生きている生

き物。泰然自若だけど、偉そうに

してないの。自分の居場所に「あ

るがまま」にいるだけ。私がマナ

ティーに感じること、そう、それは、

ある種のアコガレです。

 「掻いて〜掻いて〜」と寄ってく

るマナティーに対して、宇宙の

ように広い自分の母性を感じて

しまうのでした。世界中の人が

みんなマナティーに会えば、戦

争なんてなくなるはずだ〜！

森 真由美さん 加藤 穂波さん 茅場 秋季子さん 

マ
ナ
テ
ィ
ー
な
面
々
の 

ゲ
ス
ト
ボ
イ
ス
１
（
原
稿
到
着
順
） 

www.web-lue.com ©WEB-LUE ウエブマガジンの二次配付および画像・文章の複製、二次使用を禁じます

Information Link 情報HPへジャンプ 

http://kagii.jp/trip/manatee

7

http://www.web-lue.com
http://kagii.jp/trip/manatee


Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 
Web-lue 2006. Spring

　フロリダのクリスターリバーで、

マナティーくんと遊んできました。

（マナティーくんに遊ばれてきま

した･･･！？かな）　初日、まずはボ

ートで20分位のポイント「スリ

ーシスターズ」へ。本流にボート

を停め、4〜5メートル幅の水路

を約30メートル泳いだ原生林の

中にポイントがありました。メン

バーの皆さんから少し遅れてポ

イントに入った途端、私に向かっ

て真正面からマナティーくんが

ゆっくりと近づいて来るではあ

りませんか！？急いで正面から

写真を撮り、マナティーくんの

邪魔をしてはいけないと身体を

右に移動させ、水面から顔を出

してみるとマナティーくんを囲

むようにメンバーの人達の顔が

ありました（笑）

　水底から水が湧き出しており、

澄んだ清らかな水の中で、しか

も私に向かって来てくれたマナ

ティーくんとの最初の出会いが

出来たなんてラッキーでしたね。

この時は一匹しかいませんでし

たが、皆さんの真似をして恐々

マナティーくんに触れてみたり、

撫ぜてみたりして遊んでもらい

ました。

　その後ポイントを変え、「キン

グスプリングス」へ移動しました。

こちらには何十匹かのマナティ

ーくんが居るようでしたが、透

明度が悪いポイントでマナティ

ーくんによほど近づかないと仲

良くなれず、何匹居るかも良く

確認することが出来ませんでし

た。それから一週間、仲良く遊ん

でくれるマナティーくんや、ふ

てぶてしくふんぞり返っている

マナティーくん等々、沢山のマ

ナティーくんと楽しく触れ合う

ことが出来ました。

　しかし今回のツアーは、マナ

ティーくんとの触れ合いはもち

ろん、ご一緒した方々がそれぞ

れこだわりを持った素敵な人達

であり、それらの皆さんとの触

れ合いも貴重なものでした。皆

さんお世話になりました。

 「何をお話しているの？」

マナティーが顔を寄せ合ってる

ような様子を見て、ふと思って

しまった。実は、今までマナティ

ーが可愛いとは思っていなかっ

た。初めて見た時も大して感動

しなかった。初めて触った時さ

えも⋯⋯。

 しかし、一頭の幼いマナティー

が甘えるような鳴声をあげなが

ら私に体をすり寄せて来た時、

私は恋に落ちた。いや母性本能

ならぬ私の犬好き本能が刺激さ

れたのだろう。体をすり寄せて

来るその仕草が、あまりに子犬

に似ていてノックアウトされて

しまった。他の水中生物と比べて、

マナティーの動作は格段に犬の

それに似ているような気がして、

親しみを感じてしまった。「擬人

化しすぎて考えるのは良くない」

と言われてしまったが、顔を寄

せ合ったり、寄り添うように浮

かんでいるのを見る度に「内緒

話なの？」と思ってしまう私は、

すっかりマナティーに夢中にな

っていた。

大きいの怖いけど、小さいのは

可愛かった（笑）。

　今年で2年目なのですが、マ

ナティーはやはり可愛かったで

す。何よりも存在そのものが癒

しくれます。もしかするとイル

カよりも癒してくれるのかもし

れません。動きがゆっくりとし

ていて、追いかけなくてもマナ

ティーのほうから近づいてきて

くれるのがいいです。それに川

なので深度も浅く流される心配

もありませんでした。本当に　

　マナティーの大きな体と小さ

な瞳に癒された2週間でした。

また、今回は孫の虎ノ介が一緒

に参加していましたが、他のゲ

ストのみなさんにも本当にお世

話になりました。ありがとうご

ざいました。マナティーは本当

に魅力的ですから、来年も行こ

うかなという思いをさせてくれ

ます。

山田 勇さん 野神 待子さん 

野神 虎ノ介くん 
（6歳） 

山崎 知英子さん 
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Manatee the gentle giantみんなでマナティーに会いに行く 
Web-lue 2006. Spring

　マナティーの仕草は確かに可

愛いし、癒されました。しかしそ

れをモデルなしで映像記録する

のは難しいものでした。マナ

ティーの撮影を考えている人に

簡単なアドバイスです。

1、風景絡みならフィッシュアイ、

表情や仕草を撮るなら20mmク

ラスが最適

2、きれいな個体に集中する

3、巻き上げ注意→かなりチリが

写りこみます。浅場ではなるべ

くフィンを使わず手でバランス

を取った方がいいです

4、撮影3割、遊び7割のつもりで！

はぅー。癒される〜！

　マナティーツアーに参加する

前まではただ漠然と「コロコロ

して、可愛いぃ〜」という印象だ

けでした。ですが、実際に野生の

マナティーに触れたり、母乳を

与えているところを観察したり、

色々な表情を見ていくうちに、

ただ可愛いというものではなく

なりました。

　とても愛しく思える存在であり、

このマナティーが安心して生活

できる環境を壊したくないとい

う自然環境に対する考えも自分

の中での刺激になりました。是

非また参加した

いです！

　今回、現地でお世話になったフロリダ在住のグレッ

グとカレン。グレッグは写真家でもあり、カレンと共

著でマナティーの写真集も出版している。ふたりはマ

ナティーだけではなく、鳥やカメなどにも精通してい

るナチュラリスト。お昼はゲストがマナティーと遊ん

でいるところを厚意で撮影してくれたり、夜は、みん

なとモノポリーなどのゲームをするのが楽しみ。この

マナティートリップをサポートしてくれているみん

なの人気者。

毛塚 潤さん 
グレッグ＆カレン 
　　　　http://www.gregorysweeney.com

お世話になりました！ 

加藤 真季さん 
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Manatee the gentle giant

マナティーに会うための場所、時期、スタイル、ル

ール、それにオプションなどが明記されています。

http://www.web-lue.com/pdf_file/
03/06_manatee.pdf

 

マナティー撮影 

スペシャルトリップ日誌はこちら 
http://kagii.jp/trip/manatee 

Special Trip information
越智隆治＆鍵井靖章と行く 
第2回 WEB-LUEマナティー 
撮影スペシャルトリップ 
2007！ 

　今年（2006年）の好評により、来年の1下旬、も

しくは2月上旬にマナティースペシャトリップ

を開催します。越智、鍵井カメラマンがガイド役

を務めるこのトリップの日程は、約8〜9日間の

パターンで2週続けて開催する予定です。このト

リップの最大の魅力は、マナティーに会いに行

くためのボートをグループでレンタルするため、

マナティーと好きなだけ一緒に泳ぐことができ

ます。人が少なくなる午後もマナティースイム

をすることができるので、毎日、もう思う存分マ

ナティーを楽しむことができます。

　また、レンタカーもしていますので、ワイルド

パーク見学などの陸のレクリエーションや、レ

インボーリバーでのスノーケリングなども、気

軽に楽しむことができます。お勧めのトリップ

です。興味のある方は、unitedoceans@web-

lue.comまで、ご連絡下さい。

Web-lue 2006. Spring

昨年度のWEB-LUE・バックナンバー 

「マナティーに会いたい」も 

併せてご覧ください！
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